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的となり、一時留置型フィルターを留置した 60 人中 3 人（5%）に右房への逸脱が起こり、その 
 
 









した。対象は健常ボランティア 20 人（男性 11 人、女性 9 人）で、年齢は 24-55 歳（平均 34.7 
 
 












155.2±18.5（95%CI; 146.5-163.8）mm、吸気時；200.4±20.1（95%CI; 191.0-209.8）mm〕、右 
 
 
無名静脈～腎静脈合流部上縁は約 2.6cm〔呼気時；259.7 ±28.5（95%CI; 246.4-273.1）mm、吸 
 
 
気時；285.4± 23.5（95%CI; 274.4-296.3）mm〕、右無名静脈～腎静脈合流部下縁は約 1.0cm〔呼 
 
 









ら 4.5cm 尾側、腎静脈から 2.6cm 頭側に留置する必要があるとの結果であったが、95%CI 値か 
 
 
らは右房から 6.3cm（最大吸気時の最大値 209.8mm、最大呼気時の最小値 146.5mm）、腎静脈か 
 
 
ら 5.0cm（最大吸気時の最大値 296.3mm、最大呼気時の最小値 246.4mm）に留置する必要があ 
 
 
り、上大静脈長は最低でも 11cm 以上必要であることが分かった。今回の測定では、腎静脈上の 
 
 






大静脈に留置する場合は、平均値では腎静脈よりも少なくとも 1cm 以上尾側に留置する必要があ 
 
 



























先端を少なくとも腎静脈より 3.7cm 以上尾側に挿入する必要がある。上大静脈径は吸気で 16.4± 
 
 
3.0mm、呼気で 18.6±2.9mm、腎静脈上の下大静脈径は吸気で 14.6±5.3mm、呼気で 15.9± 
 
 


























 対象は健常ボランティア 20 人 (男性 11 人、女性 9 人)で、年齢は 24-55 歳 (平均 34 歳)、身長は





  結 果 は い ず れ も 吸 気 時 に 、 右 無 名 静 脈 ～ 右 房 ま で の 長 さ は 約 4.5cm[ 呼 気 時 ；
155.2±18.5(95%CI;146.5-163.8)mm、吸気時；200.4±20.1(95%CI;191.0-209.8)mm]、右無名静脈～腎
静脈合流部上縁は約 2.6cm[呼気時； 259.7±28.5(95%CI;246.4-273.1)mm、吸気時； 285.4 ± 









ぐためには、平均値では少なくとも右房から 4.5cm 尾側、腎静脈から 2.6cm 頭側に留置する必要があ
るとの結果であったが、95%CI 値からは右房から 6.3cm(最大吸気時の最大値 209.8mm、最大呼気時の
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